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写
真
シ
リ
ー
ズ 

⑨ 

明
治
２２
年
、
南
原
と
三
入
の
村
合
併
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
南
原
尋

常
小
学
校
は
同
２４
年
三
入
尋
常
小
学
校
南
原
分
校
と
改
称
さ
れ
た
。 

同
３６
年
に
三
入
尋
常
小
学
校
南
原
分
教
場
新
築
校
舎
落
成
記
念
と
し

て
植
樹
さ
れ
た
い
ち
ょ
う
（
銀
杏
）
の
木
で
す
。
当
時
は
２
本
あ
り
ま

し
た
が
現
在
は
１
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
約
３０
・
3
ｍ
、
太
さ

は
約
3
・
１５
ｍ
あ
り
ま
す
。 

南
原
の
歴
史
と
共
に
時
代
を
超
え
て
き
た
大
木
、
そ
こ
に
は
、
分
校

の
歴
史
と
共
に
、
多
く
の
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
は
盆
踊
り
な
ど
、
多
く
の
地
域
行
事
で
老
若
男
女
の
成
長
を

見
守
り
、
一
年
中
南
原
の
地
域
を
見
渡
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 
『
大
切
に
し
よ
う
』
私
達
（
南
原
）
の
木
。 

「
南
原
ち
び
っ
こ
広
場
の
樹
齢
・約
１１１
年 

い
ち
ょ
う
の
大
木
」 

【 

ふ
く
し 

探
訪 

】 

ちびっ子広場 

記念石碑 

表面：三入尋常小学校

南原分教場跡 

裏面：三入小学校 

創立百周年記念  

平成二年十一月 

 
写真は：無神橋の東側からのスナップ 
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森 政子(88 歳)、堂免 悦信(83 歳)、下原 博文、上坊 重夫、田中 豊 

 
 

 
 

曾
野
綾
子
（
作
家
）
の
書
籍
か
ら
引
用 

 

●
不
自
由
の
中
に
あ
る
自
由
と
は 

 

宮
川
優
さ
ん
と
い
う
方
の
次
の
詩
は
、
文
学
的
な 

気
分
を
離
れ
て
強
烈
な
社
会
的
な
意
味
に
う
た
れ
て 

拝
読
し
た
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「
凧
が
空
高
く
飛
べ
る
の
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誰
か
が
糸
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
る
か
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で
も
凧
は 

 
 

 

そ
の
糸
さ
え
な
け
れ
ば
も
っ
と
自
由
に 

 
 

 

空
を
飛
べ
る
と
思
っ
て
い
る 

  
 

 

そ
の
糸
が
な
け
れ
ば 

 
 

 

地
上
に
落
ち
て
し
ま
う
の
も
知
ら
ず
に
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凧
の
糸
は
、
失
敗
、
苦
労
、
不
運
、
貧
乏
、
家
族 

に
対
す
る
扶
養
義
務
、
自
分
や
家
族
の
病
気
に
対
す 

る
精
神
的
支
援
、
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
、
誤
解
さ
れ 

る
こ
と
、
な
ど
の
こ
と
だ
。 

 

そ
れ
ら
は
確
か
に
自
由
を
縛
る
よ
う
に
は
見
え
る
が
、

そ
の
重
い
糸
に
縛
ら
れ
た
時
に
、
初
め
て
凧
は
強
風 

の
青
空
に
昂
然
と
舞
う
の
で
あ
る
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 (2)  第 77 号          社 協 み い り              平成 26 年 7 月 1 日 



 　平成２６年5月１１日(日）に三入公民館において、三入地区社協の代議員会（定時総会）
を開催しました。地域のみなさま方に前年度の事業活動の取り組み状況をご報告いたします。

　　は じ め に
　近隣小地域（自治会、町内会区域など）は住民の安らぎの場であると同時に、福祉の課題や

　　　問題発見の場でもあり、いち早く対応できるということから住民生活の基礎的な領域であると

も言われています。

   三入地区社協では、地域での人と人とのつながりや、支えあいにつながる活動をめざして、

次の「重点三事業」の取り組みを進めてきました。

１）安心ネットづくり推進事業…… 気がかりな人への支えあい・援助

２）ふれあい・いきいきサロン推進調整事業…… 地域住民のふれあい・交流の場づくり

３）ボランティアバンク設置推進事業……地域住民の参加・ささえあい活動

　「重点三事業」の個別報告
Ⅰ　　安心ネット（近隣ミニネットワーク）づくり事業

１、「救急医療情報キット」の配布促進

　　一昨年より何時でも希望される方に配布できるように取り組んでいますが、今年度の新規

　配布は２世帯でした（累計４５０世帯）。このことは会員の皆様が健康にお過ごしされてい

　ることだと喜んでいます。しかし一方ではＰＲ不足になっているのかなとも思います。これ

　からも希望される方にはその都度配布をいたします。

２、地域福祉活動の参考になる研修会の実施

 　(1)『第１回研修会』三入社協主催

　　　　開催日　  平成２５年９月２１日（土） 

　　　　内　容     ・福祉協力員の役割の再認識…事務局  

 　　 ・高齢者を狙う消費者トラブルの防止…事務局

　　　・介護保険について…三入可部包括支援センター

　　　・各地区別に分かれてのグループ討議（民生委員の協力を得て）

　　　　参加者　　 福祉協力員、民生委員、社協役員、地域包括支援センターなど約５０名

 （２）『第３回研修会』　広島市三入・可部地域包括支援センター主催

　　　  開催日　　平成２６年２月１６日（日）

　　    テーマ　　「これなら出来る」！ホンモノの支え合いづくり」

　　　  講　師　　ご近所福祉クリエーター　酒井　保　先生

　　　  参加者　　自治・町内会長、民生・児童委員、福祉協力員、社協役員、一般参加者など
　　　　　　　　  ５４名
３、まごごろ弁当の配食　（三入女性会の協力を得て行なう事業）

　　今年度も三入女性会の方々のまごころのこもった弁当を、民生委員と福祉協力員の協力で、

　自治・町内会員世帯で７５歳以上の方にお届けしました。三入社協からは材料費などの助成

　をしており、今年度は１１月に１６３食、３月に１６４食を配食しました。

４、福祉協力員連絡会議の開催
　　第１回研修会で取り上げる内容の検討に際して、４地区の福祉協力員及び一部の民生委員の
　参加をお願いして協議するとともに、三入可部包括支援センターとの連携も重ねて研修テーマ

　を絞り込むなど、都合３回の検討・連絡会議を開催しました。

Ⅱ 　ふれあいいきいきサロン設置推進事業

１、サロン代表者会議を年間２回開催しました（平成２５年１０月、平成２６年４月）

２、平成２６年４月１０日サロン部会代表者会議には、社協会長・各地区代表（各部会長）に参　

　加いただき、今後の社協とサロンの活動を親密に進めるために大変有意義であったと感じまし

　た。

３、平成２５年度のサロン行事の参加者（述べ参加人数）は　１，８８２名でした。

 

    (3)  第7７号               社協みいり                                                   平成26年7月1日 

  三入地区社会福祉協議会の活動報



４、サロンの問題点

　　高齢化が進む現状は避けられません。サロンの基本理念を再確認した活動を進めました。

５、会員の高齢化を見据えた講習会は、生活安全講習・デイサービス講習・介護付き老人ホ

　　ームの見学などを行いました。

６、サロン会員の増加を図るために、新規加入者募集の広告・回覧などを実施しました。

７、下町屋８区を中心とした「いきいサロン」が新設されました。２６年度からは三入地区

　　で合計１１のサロンが活動することになります、

Ⅲ 　三入ボランティアバンク設置推進事業

　平成２５年度も毎週月曜日にボランティアバンク委員が三入公民館に駐在し、皆様からの

　要望をお聞きすると共に、各地区代表ボランティア委員による支援依頼への対応・調整を進

　めてきました

１、平成２５年度には、スタートから８年目の活動を機に、特にこれまでの高齢者世帯の支援

　　内容に係わる活動を「三入きずな」の愛称に変更し、気楽に遠慮なく申し込んでいただけ

　るように条件整備を進め改善しました。

２、バンクの登録者については再登録見直しを実施しました。２５年度には三入女性会の多く

　の方に登録していただき、支援依頼の需要と供給の調整が整いやすくなりました。２６年度

　３月末時点の登録者数は４９名となっています。

３、２５年度の作業依頼件数は３５件、作業参加延べ人数は１４９名でした。

【支援活動の実績件数】

　 　 ①子育て支援・・・・・・＜９件＞ ②高齢者世帯の支援・・・＜１０件＞

　　　③地域行事の支援・・・・＜６件＞ ④公共場所の美化活動・・＜１０件＞　

　【お知らせ】

　　ボランティアバンクでは、三入公民館内のコミュニティー広場で毎週月曜日に地区代表

    委員が駐在して皆さまの要望をお聞きしています。【受付専用電話８１８－７３３７】

参考資料
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【ふれあいいきいきサロンの名称と代表者名】 
上町屋地区（３サロン）  桐原地区（２サロン） 
 ・上町屋  松浦章子   ・桃の里  竹田愛子         
 ・町 屋  富永道夫   ・桐の里  下谷洋子 
 ・山 倉  椿 稔治    
下町屋地区（５サロン）  南原地区（１サロン） 
 ・下町屋  山田卓二   ・南 原  奥元清志 
 ・しあわせ 河野義治  
 ・あおぞら 栗栖実子 
 ・横 川  国野正三  
 ・金毘羅  岡田 豊 
               
  
 

【各地区代表ボランティアバンク委員】        
・上町屋    正図正暁 大上正司 加藤広巳 
・下町屋  齋木 信 隅田 進 池田秀行 
・桐 原  藤井 了  

・南 原  河野 登 藤井呈四郎 加藤 昇 



                            

                            

平成２6 年度予算の内容 

予算額 合計／2,０８９,８７３円 

会費収入 232,000 円 
自治・町内会より 

100 円×2,320 世帯 

賛助会費 
130,000 円 

(2,000 円×65 口) 

負担金収入
1,000 円 

電話料収入
2,000 円 

収入の部 

寄付金収入
300,000 円 

区社協助成金
427,000 円 

事務費 160,000 円 
・維持経費・旅費交通費 
・事務消耗品 
・通信運搬費・慶弔費 

区社協会費 

116,000 円 

福祉事業費    
355,000 円 

・福祉のまちづくり総合
推進事業 

・近隣ミニネットワーク 
・いきいきサロン 
・区社協自主事業 

広報費    
50,000 円 
社協みいり 
２回発行 

会議費    
30,000 円 

負担金    
10,000 円 
自治連 

予備費 
（次年度繰越金）    

893,873 円 
前年度繰越金

986,873 円 

雑収入 
11,000 円 

ｺﾐｭﾆﾃィ推進費 340,000 円 
・敬老会・成人祝・盆踊り 
・生活改善運動 
・ふれあいフェスティバル 

団体助成金    
35,000 円 

・青少協・献血会 
・三入女性会  

繰り出し金 100,000 円 
・ボランティアバンク支援 

支出の部 
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『 

私
の 

宝
物
は 

日
記
帳 

』 

桐
原
１７
区
中
組
自
治
会 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

桑
原 

豊 

私
は
３６
歳
頃
か
ら
日
記
帳
を
つ
け

て
い
ま
す
。
正
式
の
日
記
帳
で
は
な
く

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
手
帳
に
メ
モ
書

き
す
る
程
度
で
細
か
い
こ
と
は
書
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
段
々
と
小
さ

な
出
来
事
や
仕
事
の
細
か
な
こ
と
も

書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

手
帳
も
ビ
ジ
ネ
ス
手
帳
に
変
り
、
書

く
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
、
天
気
や
気
温
、

体
重
な
ど
を
毎
日
書
き
込
み
、
田
植
え

や
、
農
作
物
の
植
え
付
け
状
況
も
こ
ま

め
に
つ
け
て
い
ま
す
。 

 

私
は
若
い
頃
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
の
で
大
会
の

感
想
や
反
省
点
・
タ
イ
ム
ま
で
必
ず
書

く
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

私
の
一
番
苦
い
経
験
で
あ
る
「
昭
和

６３
年
１２
月
１１
日 

第
１９
回
・
防
府
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
の
日
記
を
開
い
て
み
ま
し

た
。 

 
可
部
駅
６
時
４１
分
出
発
・
防
府
に
早

く
着
く
。
ス
タ
ー
ト
１１
時
・
天
気
よ
く 

最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
右
田
中

学
校
か
ら
徳
地
へ
佐
波
川
を
上
流
に

沿
っ
て
走
る
。
折
り
返
し
地
点
か
ら
風

が
強
く
な
り
苦
し
む
が
、
最
後
の
関
門 

                            

４０
㎞
を
ク
リ
ア
し
、
残
り
２
・
１
９ 

５
キ
ロ
地
点
を
一
緒
に
走
っ
て
い
た 

福
岡
市
の
女
性
が
、
手
の
平
の
自
分
の

目
標
タ
イ
ム
を
見
て
「
何
と
か
ゴ
ー
ル

で
き
そ
う
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。 

 

全
力
で
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
が
計
時

者
が
い
な
い
。
聞
い
て
み
る
と
３
時
間

で
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。 

2
分
４５
秒
オ
ー
バ
ー
の
た
め
計
時

は
終
了
し
て
い
て
残
念
で
な
ら
な
か

っ
た
。 

 

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
を
ク
リ
ア
し
て
別

府
大
分
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
希
望
を
な

く
し
た
と
記
し
て
い
る
。 

 

『
反
省
な
け
れ
ば
進
歩
な
し
』
と
申

し
ま
す
が
、
体
力
の
限
界
に
挑
戦
し
て

も
自
然
界
の
気
温
・
風
雨
に
は
勝
て
な

い
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

定
年
後
に
各
地
の
大
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
途
中
リ
タ
イ
ヤ
し
た
事

も
な
く
完
走
し
て
い
る
の
で
有
難
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
記
の
一
頁
一
頁

が
宝
物
で
自
分
史
の
編
集
を
す
る
の

が
夢
で
す
。 

                           

 



                            

                        
 

       

                               
 

                              

（
平
成
25
年
１２
月
２１
日
か
ら 

平
成
２６
年
6
月
２６
日
現
在
） 

次
の
方
々
が
こ
の
間
に
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
生
前
の
お
も
か
げ
を

偲
び
つ
つ
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。 

                  

上
町
屋 

原
田 

邦
夫 

様 

６９
歳 

上
町
屋 

橘 

ソ
ノ
子 

様 

８７
歳 

上
町
屋 

引
地 

忠
義 

様 

６８
歳 

下
町
屋 

亀
本 

時
夫 

様 

８８
歳 

下
町
屋 

越
道 

春
江 

様 

７８
歳 

下
町
屋 

日
下 

 

積 

様 

７４
歳 

下
町
屋 

漆
谷 

久
男 

様 

８０
歳 

下
町
屋 

野
平
美
代
香 

様 

８２
歳 

 

下
町
屋 

山
下
マ
ツ
ミ 

様 

９３
歳 

 

下
町
屋 

沖
田 

敏
子 

様 

１０４
歳 

 

下
町
屋 

向
井 

君
枝 

様 

７６
歳 

 

下
町
屋 

佐
藤 

尚
武 

様 

７７
歳 

 

下
町
屋 

四
俵 

花
子 

様 

９１
歳 

下
町
屋 

宮
原 

秋
良 

様 

８７
歳 

下
町
屋 

神
田
ヤ
チ
ヨ 

様 

８８
歳 

下
町
屋 

折
葉 

泰
祥 

様 

８０
歳 

下
町
屋 

久
保
田
耕
三 

様 

５９
歳 

桐 

原 

横
田
シ
ゲ
リ 

様 

９２
歳 

桐 

原 

難
波 

 

進 

様 

７０
歳 

桐 

原 

谷
本
昇
公
男 

様 

７９
歳 

桐 

原 

平
岡 

 

登 

様 

１０１
歳 

桐 

原 

奥
元 

 

勇 

様 

７８
歳 

南 

原 

上
桶 

純
子 

様 

７１
歳 

 
南 

原 

水
野 

康
宏 

様 

８２
歳 

 

南 
原 

太
田 

清
秋 

様 

７２
歳 

南 

原 
山
根
ス
ミ
エ 

様 

８８
歳 

南 

原 
木
村
ヨ
シ
コ 

 

様 

１０３
歳 

 

南 

原 

大
阪 
忠
之 

 

様
９５
歳 

                                  

第
二
の
職
場
と
し
て
去
年
の
十
二
月
か

ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
て
い
る
。
２
歳
〜
５
歳
ま
で
の
子

ど
も
達
２
０
名
余
り
を
保
育
士
と
し
て
の

専
門
性
を
生
か
し
た
育
ち
の
支
援
が
私
の

主
な
仕
事
。 

 

子
育
て
か
ら
か
な
り
遠
ざ
か
っ
て
い
る

の
で
、
少
々
不
安
で
あ
っ
た
が
昔
取
っ
た

杵
柄
で
最
近
は
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
て
い
る

よ
う
な
気
が
す
る
。 

 

…
私
の
子
育
て
時
代
は
布
お
む
つ 

…
今
は
す
べ
て
紙
お
む
つ 

出
来
る
だ
け
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
パ
ン
ツ
に
し

て
、
ト
イ
レ
で
排
泄
で
き
る
よ
う
に
子
供

と
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
走
り
回
っ
て
い
た
子
が
、
ち
ゃ

ん
と
す
わ
っ
て
絵
本
を
み
て
く
れ
た
り
、

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
が
出
来
た

り
、
毎
日
が
感
動
で
す
。 

 

今
の
若
い
お
母
さ
ん
達
は
す
ば
ら
し
く

て
ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談

に
来
ら
れ
る
。 

 

ガ
ン
で
も
早
期
発
見
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
気
が
つ
い
た
時
に
行
動
し
よ
う
。 

 

わ
が
町
の
子
は
み
ん
な
わ
が
子
。
い
た

ず
ら
を
す
る
子
に
は
大
人
と
し
て
注
意
し

て
や
っ
て
ほ
し
い
。 

 

き
っ
と
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
大
人
に 

育
っ
て
く
れ
る
と
思
う
か
ら
。 

Ｒ
子
・
Ｔ 

                         

次
の
方
々
が
香
典
返
し
等
に
代
え
て

心
の
こ
も
っ
た
ご
厚
志
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

こ
れ
は
地
域
福
祉
の
向
上
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
ご
厚

情
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

上
町
屋 

井
上 

千
秋 

様 

上
町
屋 

原
田 

昭
子 

様 

下
町
屋 

漆
谷 

克
昭 

様 

下
町
屋 

野
平 

英
明 

様 
下
町
屋 

沖
田 

秀
明 

様 

 
 
 

下
町
屋 

川
崎
ひ
と
美 

様 

 
   

下
町
屋  
神
田 

隆
治 

様 

 

桐 

原  

横
田 

正
幸 

様 

桐 

原  

平
岡
セ
ツ
子 

様 

下
町
屋 

久
保
田 
悟 
様 
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愛 

の 

灯 

つ
ぶ
や
き 

日
記 
「編
集
部
か
ら
」 

５
ペ
ー
ジ
・
趣
味
拝
見
の
桑
原
さ
ん
は
、
今
ま

で
国
内
外
の
多
く
の
大
会
に
出
場
さ
れ
、
数
多

く
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
だ
け
で
な
く
、
三
入
神
社
獅

子
舞
奉
納
・
篠
笛
・
山
ま
ゆ
同
好
会
・
三
入
地

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
他
、
多
く
の
趣
味
や
活
動

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

                   

■
貸
出
し
の
基
準 

①
自
宅
で
の
利
用 

 

②
貸
出
期
間
は
２
週
間
程
度
で
す
。 

そ
れ
以
上
長
期
に
な
り
そ
う
な
場
合
に
は

ご
相
談
に
応
じ
ま
す 

■
車
椅
子
ご
利
用
の
連
絡
先 

 

三
入
公
民
館
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駐
在
場
所
を

設
け
毎
週
、
月
曜
日
の
十
時
～
十
五
時
の
間
、

受
付
お
よ
び
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。 

            

「お
し
ら
せ
」 

三
入
社
協
で
は
、
三
入
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

に
【車
椅
子
貸
出
し
】を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

                  

申し込み電話番号 

８１８－７３３７ 


